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 平成２８年４月より、当院の外科は６名（うちレジデント２名）が新たに着任しました。そのうち３名が、消

化器外科部門の外来を担当しています。 

  山田 大輔
やまだ  だいすけ

（平成10年卒、肝胆膵、消化管） 

  梁井 公輔
やない  こうすけ

（平成11年卒、下部消化管） 

  木村 英世
き む ら  ひ で よ

（平成19年卒、消化器、一般外科、胆膵内視鏡） 

 

山田大輔医師は、製鉄記念八幡病院から当院へ異動になりました。現在は肝胆膵グループのサブチーフとし

て、肝癌、膵癌、胆道癌などに対する高難度手術、胆石症、一般外科手術などに従事しており、川本部長ととも

に、肝胆膵領域の外科診療に大きく貢献しています。また彼は、内視鏡外科技術認定医（大腸）も取得してお

り、消化器外科全般、鏡視下手術にも広く活躍が期待されます。 

梁井公輔医師は、５年前まで当院に勤務していました。当時から下部消化管手術を主に担当していましたが、

その後、佐賀大学一般・消化器外科、九州大学病院でも一貫して大腸グループに属し、この領域での豊富な手術

経験を有しています。３月末で前任の石川君が異動したあと、梁井君が下部消化管グループ（スタッフ３名、レ

ジデント１名）のチーフを引き継ぎ、活躍しています。これまで通り、鏡視下手術を主体としてほぼすべての下

部消化管外科治療に対応できる体制を維持しています。 

木村英世医師も、５年前ぶりに当院に戻ってきました。九州大学で、特に胆膵の内視鏡治療、研究に従事して

おり、豊富な治療経験を有しています。新進気鋭の若手外科医で、これから消化器・一般外科、胆膵内視鏡など

の領域で活躍してくれると期待しています。 

 

 

 

 

詳細は、それぞれの自己紹介をご覧いただき

たいのですが、いずれも外科医として優秀な人材

で人柄も温厚です。そのほかにも、目井 孝典、

レジデントとして小山 虹輝、山田 裕の３名が

新たに赴任しています。新しいスタッフを迎え

て、外科総勢２０名、幅広い領域で、質の高い治

療と病診連携を進めていきたいと考えています。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 Uchiyama  Akihiko 
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（資格） 

日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医、日本内視鏡外

科学会技術認定医 

（所属学会） 

日本外科学会、日本消化器外科学会、日本食道学会、日本肝胆膵外

科学会、日本胆道学会、日本内視鏡外科学会 

(Profile) 

1998年3月九州大学医学部 卒業 

1998年4月聖マリア病院 研修医 

2000年4月九州大学医学部付属病院 第一外科 医員 

2001年4月県立宮崎病院 外科 医師 

2003年4月千早病院 外科 医師 

2004年4月九州大学臨床・腫瘍外科 大学院 博士号取得 

2007年4月福岡赤十字病院 外科 医師 

2009年4月千早病院 外科 医師 

2012年4月九州大学臨床・腫瘍外科 助教 

2015年4月製鉄記念八幡病院 外科 医師 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjgs/45/1/45_45.123/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjgs/45/1/45_45.123/_article/-char/ja/
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 2016年4月より外科へ下部消化管グループのチーフとして赴任しました梁井公輔と申します。 

1999年5月に九州大学臨床・腫瘍外科（第一外科）に入局し、関連施設で外科修練を重ねてきました。 

大学院卒業後の2008年4月に当院の前身である九州厚生年金病院に着任し、虫垂炎・胆嚢炎・消化管穿孔などの

急患手術から、胃癌・大腸癌などの定例手術まで、幅広く担当させていただきました。特に、石川幹真前消化器

外科部長には下部消化管疾患に対する手術をご指導いただきました。 

2011年4月に佐賀大学病院一般・消化器外科へ異動となり、ロボット手術や周術期化学療法の臨床試験への参加

などを経験することができました。 

2013年4月にはJR九州病院外科へ異動し、high vision内視鏡外科システムの導入を行いました。同院では大腸癌

の鏡視下手術の割合が、前年度の40%から85%へ上昇しています。 

2014年4月には九州大学病院に助教として赴任し、大腸癌のみならず炎症性疾患に対する外科治療を経験するこ

とが出来ました。また積極的な周術期化学療法により劇的に腫瘍が縮小し、手術が可能になった症例も経験しま

した。 

これまでの経験を生かし、地域の患者さんや連携施設の先生方にお役に立ちたいと願いながら、今年の4月から

グループのメンバーとともに全力で診療に当たっています。 

 近年、高齢化社会に伴って、心疾患や呼吸器疾患などの全身的な合併症を持った患者さんに対して手術を行う

頻度が高くなってきています。このような患者さんに対応することも、多数の診療科を抱える当院の重要な役割

の一つと認識しております。また、高度に進行した大腸癌に対しても、腫瘍内科と連携し、術前の化学療法や放

射線療法を行い、治癒切除を目指しております。判断に迷う患者さんがおられましたら、ぜひご紹介下さい。 

《Profile》 

1999年3月 九州大学医学部 卒業 

2008年3月 九州大学 医学博士 

 

1999年6月 宮崎県立宮崎病院 研修医 

2001年6月 国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 外科 レジデント 

2002年4月 九州大学病院 第一外科 臨床医員 

2003年4月 中間市立病院 外科 医師 

2004年4月 北九州市立医療センター 外科 副部長 

2008年4月 九州厚生年金病院 総合診療部 医長 

2009年4月 同院 外科 医長 

2011年4月 佐賀大学医学部附属病院 一般・消化器外科 助教 

2013年4月 JR九州病院 外科 主任医長 

2014年4月 九州大学病院 第一外科 助教 

2016年4月 JCHO九州病院 外科 医師 

〈資格〉 

日本外科学会外科 専門医・指導医 

日本消化器外科学会 専門医・指導医 

がん治療認定医 

 

〈所属学会〉 

日本外科学会 

日本消化器外科学会 

日本内視鏡外科学会 

日本大腸肛門病学会 

日本臨床外科学会 

日本癌治療学会 
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 4月より赴任しました木村英世と申します。初期臨床研修を終え、2009年に外科医としての第一歩を踏み出した

当院で再び勤務する機会を頂き、身が引き締まる思いです。 

 3月まで在籍しておりました九州大学大学院では主に膵癌をはじめとする膵腫瘍の臨床研究、基礎研究を行うと

同時に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影(ERCP)の研鑽を積み、さらには今年全面改訂される本邦における膵癌診療

ガイドラインの作成に携わりました。膵癌は早期発見が難しいため、発見時には切除不能であることが多く、切

除可能であった場合でも高い確率で再発がみられる難治癌ですが、ERCPによる膵液細胞診を駆使した膵癌早期発

見に一貫して取り組んでまいりました。腹部エコーやCTで膵管拡張などの所見が見られましたら、明らかな腫瘍

が同定されなくてもERCPを含めた精査の適応と考えております。ガイドライン編集で担当しました切除不能膵癌

に対する減黄につきましても、胆管ステント留置による減黄のみならず、胆道・消化管バイパスを行うことで、

QOLを改善する可能性がありますので、内視鏡、外科手術双方を組み合わせて加療を行ってまいりたいと思って

おります。膵癌の他にも胆道領域の難治癌である肝門部領域胆管癌に対するERCPを駆使した精密な進展範囲評価

および減黄に取り組んできました。このように、ERCPが適応となる疾患は幅広く、該当される患者さんがおられ

ましたら、ぜひご紹介ください。 

 上記の肝胆膵領域以外にも、ヘルニア疾患から腹腔鏡手術、急性腹症に至るまで消化器外科疾患全般に広く取

り組んでいきたいと考えております。最初に外科医として育てて頂いた病院で再び働く機会を頂いた幸運を感

じ、少しでも地域の皆さまに恩返しができるよう微力ながらお役に立てるよう精一杯励む所存です。よろしくお

願いいたします。 

《Profile》 

2007年3月 九州大学医学部 卒業 

2016年3月 九州大学大学院修了 医学博士 

 

2007年4月 福岡赤十字病院 初期研修医 

2009年4月 九州厚生年金病院 外科 レジデント 

2011年4月 麻生飯塚病院 救急部 

2012年4月 九州大学病院 臨床・腫瘍外科(第一外科) 医員 

2013年4月 九州大学大学院博士課程 

2014年4月 九州大学病院 光学医療診療部 医員 

2016年4月 JCHO九州病院 外科 医師 

<資格> 

日本外科学会外科専門医 

 

<所属学会> 

日本外科学会 

日本消化器外科学会 

日本臨床外科学会 

日本膵臓学会 

日本消化器内視鏡学会 

日本内視鏡外科学会 

日本肝胆膵外科学会 

日本胆道学会 


